
　「大谷導水管敷設工事（第６次拡張事業）」
                                 第6次拡張事業：昭和28年（1953年）～34年（1959年）

　第6次拡張事業として築造する大谷貯水池から忌部浄水場への導水管は、口径400㎜
の溶接鋼管を採用している。
　導水管は、千本貯水池の左岸側に配管しており、一崎橋水管橋、玉造川水管橋、付
替川水管橋、千本堰堤下水管橋の４つの水管橋を要している。


